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天狗山展望台

道
内
の
お
薦
め
国
有
林

林
野
庁
で
は
、
み
な
さ
ま
に
森
林

に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
国

有
林
の
中
に
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
森
」
を
設
定
し
、
そ
の
中
か
ら
特

に
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
森
を
「
日

本
美
し
の
森
お
薦
め
国
有
林
」
と
し

て
全
国
に
93
箇
所
選
定
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
森
林
管
理
局
管
内
に
は
、

20
箇
所
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。上川浮島風景林

登別地獄谷

雲突岩

『
上
川
浮
島
風
景
林
』

永
年
に
わ
た
り
、
枯
れ
た
植
物
が
腐
る
こ
と
な
く

厚
い
泥
炭
層
と
な
っ
て
、
川
の
水
を
せ
き
止
め
形
成

さ
れ
た
湿
原
で
す
。
約
22
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
湿
原
内
に

点
在
す
る
大
小
70
あ
ま
り
の
沼
に
は
、
地
名
の
由
来

と
な
っ
た
「
浮
島
」
が
風
に
吹
か
れ
て
水
面
を
漂
う

姿
が
美
し
い
自
然
と
特
異
な
景
観
を
容
易
に
観
察
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

『
鹿
の
子
沢
風
景
林
』

春
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
時
期
の
み
な
ら
ず
、
頂
上

の
展
望
台
か
ら
の
パ
ノ
ラ
マ
を
求
め
多
く
の
人
が
訪

れ
て
い
ま
す
。

展
望
台
ま
で
往
復
90
分
の
遊
歩
道
に
は
、
季
節
に

よ
り
様
々
に
変
化
す
る
虹
の
滝
、
岩
肌
を
細
い
糸
の

よ
う
に
流
れ
落
ち
る
糸
引
き
滝
、
岩
で
作
ら
れ
た
屏

風
の
よ
う
な
屏
風
岩
、
巨
岩
が
重
な
っ
た
空
間
の
中

に
人
が
入
れ
る
忍
び
岩
、
天
を
突
く
よ
う
に
そ
そ
り

立
つ
雲
突
岩
（
く
も
つ
き
い
わ
）
な
ど
が
あ
り
、
こ

れ
ら
の
景
観
と
小
川
の
流
れ
る
森
林
が
醸
し
出
す
景

観
は
絶
景
で
す
。

『
登
別
温
泉
風
景
林
』

天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
「
登
別
原
始
林
」
に
は
数
多

く
の
樹
木
や
草
本
類
が
自
生
し
て

お
り
、
「
登
別
温
泉
」
は
、
ご
存

知
の
通
り
豊
富
な
自
然
湧
出
量
と

泉
質
を
誇
り
、
訪
れ
る
人
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

爆
裂
火
口
の
跡
で
あ
る
「
地
獄

谷
」
や
「
大
湯
沼
」
か
ら
も
く
も

く
上
が
る
湯
気
は
ま
さ
に
地
獄
を

見
る
よ
う
で
、
背
景
の
原
生
的
な

風
景
林
が
そ
の
光
景
を
際
立
た
せ

て
い
ま
す
。
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早朝の然別湖③

白金野営場⑪

インクラの滝

三段の滝

『
嵐
山
・
神
居
自
然
休
養
林
』

嵐
山
・
神
居
古
潭
地
区
は
丘
陵
地

で
、
嵐
山
公
園
や
北
邦
野
草
園
等
で

は
、
気
軽
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
自
然
探

勝
等
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
嵐
山

展
望
台
か
ら
は
、
雄
大
な
大
雪
山
、

石
狩
川
や
旭
川
市
街
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
「
嵐
山
と
嵐
山
か
ら
の
眺

望
」
は
、
旭
川
八
景
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

神
居
古
潭
峡
谷
は
、
行
き
交
う
船

が
よ
く
転
覆
し
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
が

「
魔
神
の
仕
業
」
と
恐
れ
た
と
い
う

伝
説
が
あ
り
、
川
岸
に
は
川
の
浸
食

に
よ
り
形
成
さ
れ
た
「
神
居
古
潭
お

う
穴
群
」
が
み
ら
れ
、
自
然
探
勝
、

遺
跡
・
伝
説
の
探
究
な
ど
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

神居古潭峡谷

『
イ
ン
ク
ラ
の
滝
風
景
林
』

樽
前
山
の
過
去
の
噴
火
で
積
も
っ
た
厚
い
火
山
灰
の
地
層
を
、

長
い
時
間
を
か
け
て
通
り
抜
け
て
き
た
伏
流
水
は
、
高
さ
44
メ
ー

ト
ル
、
幅
10
メ
ー
ト
ル
の
水
量
豊
富
な
滝
と
な
り
、
日
本
の
滝
１

０
０
選
に
も
選
ば
れ
た
名
瀑
と
な
っ
て
い
ま
す
。
周
囲
の
崖
や
渓

谷
と
森
林
の
様
相
と
が
相
ま
っ
て
、
四
季
折
々
の
色
彩
を
映
し
出

し
て
い
ま
す
。

近
隣
に
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
復
興
等
を
目
的
と
し
た
施
設
の

「
ウ
ポ
ポ
イ
（
民
族
共
生
象
徴
空
間
）
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

『
え
に
わ
湖
自
然
の
森
自
然
観
察
教
育
林
』

人
造
湖
で
あ
る
え
に
わ
湖
を
中
心
に
、
上
流
に
は
恵
庭
渓
谷
、

南
側
に
は
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
動
植
物
の
観
察
が
楽
し
め
る

「
緑
の
ふ
る
さ
と
森
林
公
園
」
、
下
流
に
は
春
の
花
見
、
秋
の
紅

葉
で
来
園
者
を
魅
了
す
る
「
桜
公
園
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
恵
庭
渓
谷
に
は
、
写
真
の
「
三
段
の
滝
」
の
ほ
か
に
、

高
さ
15
メ
ー
ト
ル
、
幅
18
メ
ー
ト
ル
で
真
っ
白
な
扇
を
広
げ
た
よ

う
な
優
美
な
「
白
扇
の
滝
」
、
大
木
の
間
か
ら
雄
々
し
い
姿
で
流

れ
落
ち
る
「
ラ
ル
マ
ナ
イ
の
滝
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な

滝
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』

お
勧
め
国
有
林
が
あ
る

現
地
の
観
光
案
内
所
等
で

は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
て
い
ま
す
。
（
英
語

版
も
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
）

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
右

ペ
ー
ジ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
記
載
さ
れ
て
い
る
管
轄

の
森
林
管
理
署
で
も
入
手

で
き
ま
す
。

ここでご紹介したものも含め、
日本美しの森お勧め国有林につ
いての詳細は、以下の林野庁
ウェブサイトを御覧下さい。

(http://www.rinya.m
aff.go.jp/j/kokuyu_ri
nya/kokumin_mori/k
atuyo/reku/rekumori
/)
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は
じ
め
に 

 

当
署
は
上
川
総
合
振
興
局
管
内

の
２
市
５
町
１
村
を
管
轄
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
森
林
面
積
は
、
約
32

万
４
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
そ
の
内
、

当
署
が
管
轄
す
る
国
有
林
は
約
16

万
４
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
約
５
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
工
林
は

約
８
万
８
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
そ

の
多
く
が
利
用
期
を
迎
え
、
資
源
の

循
環
利
用
に
向
け
た
様
々
な
取
組

を
地
域
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

地
域
の
課
題 

 

森
林
資
源
が
人
工
林
を
中
心
に

利
用
期
を
迎
え
る
一
方
、
地
域
の
林

業
労
働
者
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
、
年
齢

構
成
は
約
３
割
が
60
歳
以
上
と
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
適
切
な
森
林

整
備
と
地
域
の
活
性
化
や
雇
用
の

拡
大
の
た
め
に
、
将
来
に
わ
た
り
安

定
的
に
担
い
手
を
確
保
す
る
こ
と

が
地
域
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

課
題
解
決
に
向
け
た
取
組 

こ
の
様
な
状
況
の
中
、
当
署
に

お
い
て
は
、
地
域
の
関
係
者
と
連

携
し
、
未
来
の
林
業
の
担
い
手
と

な
る
人
材
の
育
成
及
び
確
保
を
目

的
に
、
平
成
28
年
度
か
ら
旭
川
農

業
高
等
学
校
森
林
科
学
科
の
生
徒

を
対
象
に
、
下
川
町
有
林
や
町
内

の
施
設
を
活
用
し
た
担
い
手
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
取
組
を
将
来
に
わ

た
り
継
続
的
か
つ
長
期
的
な
取
組

と
す
る
た
め
、
下
川
町
、
旭
川
農

業
高
等
学
校
、
上
川
総
合
振
興
局

北
部
森
林
室
及
び
当
署
の
４
機
関

で
「
連
携
と
協
力
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
て
い
ま
す
。 

生
徒
は
在
学
中
の
３
カ
年
の
間

に
、
植
栽
か
ら
下
刈
り
、
除
伐
等

の
保
育
作
業
、
間
伐
や
主
伐
等
の

森
林
施
業
実
習
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
通
じ
て
、
「
森
林
資
源
の

循
環
利
用
」
を
一
体
的
に
学
べ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
担
い

手
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
「
施
業
体
験
」
で
終
わ
る

こ
と
な
く
、
体
力
的
、
技
術
的
な

厳
し
さ
や
安
全
管
理
な
ど
、
で
き

る
だ
け
林
業
の
現
場
や
、
仕
事
の

実
情
を
学
ぶ
こ
と
が
可
能
な
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
成
果 

 

連
携
協
定
の
取
組
が
生
徒
た
ち

の
進
路
に
ど
れ
だ
け
影
響
を
与
え

ら
れ
て
い
る
の
か
調
査
す
る
た
め
、

協
定
締
結
前
の
生
徒
（
平
成
26
年

度
～
平
成
28
年
度
）
と
締
結
後
、
実

習
を
３
年
間
受
け
た
生
徒
（
令
和
元

年
度
）
の
就
職
状
況
を
比
較
し
た
と

こ
ろ
、
実
習
開
始
前
３
年
間
で
は
林

業
・
林
産
業
関
係
へ
の
就
職
率
は
最

大
で
も
約
４
割
だ
っ
た
も
の
が
、
担

い
手
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
実

習
を
３
年
間
継
続
し
て
受
け
た
世

代
は
約
６
割
ま
で
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
取
組
が
林
業
へ
の
関
心
を

持
つ
き
っ
か
け
と
な
り
、
進
路
選
択

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。 

今
後
の
取
組 

 

こ
の
取
組
を
よ
り
効
果
的
な
も

の
に
す
る
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
や
最
先

端
技
術
と
い
っ
た
生
徒
の
興
味
の

あ
る
内
容
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

林
業
に
積
極
的
な
地
域
に
向
け
て

こ
の
取
組
の
水
平
展
開
を
図
り
、
北

海
道
全
体
と
し
て
林
業
労
働
者
の

一
層
の
確
保
に
つ
な
げ
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
関
係

機
関
で
連
携
し
て
取
組
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

4機関による協定の締結 

下刈り作業の実習 

就 職 状 況 
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の点検や森林の巡視、

【
生
田
原
（
い
く
た
は
ら
）
合

同
森
林
事
務
所
の
所
在
地
】 

当
森
林
事
務
所
は
、
北
見
市

留
辺
蘂
か
ら
遠
軽
町
に
向
か
う

国
道
２
４
２
号
線
の
沿
線
の
旧

生
田
原
町
に
あ
り
ま
す
。
生
田

原
町
は
、
平
成
17
年
の
市
町
村

合
併
に
よ
り
、
遠
軽
町
に
合
併
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

私
の
管
轄
す
る
生
田
原
第

一
・
安
国
（
や
す
く
に
）
森
林

事
務
所
部
内
に
は
、
大
正
時
代

に
北
ノ
王
鉱
山
株
式
会
社
が
設

立
さ
れ
、
金
の
産
出
量
は
道
内

第
３
位
を
誇
り
、
ゴ
ー
ル
ド
ラ

ッ
シ
ュ
に
わ
い
た
地
で
も
あ
り

ま
す
。 

昭
和
18
年
に
閉
山
し
、
現
在

の
主
な
産
業
は
、
林
業
や
酪
農

で
す
。
ま
た
、
北
ノ
王
鉱
山
に

ち
な
ん
だ
「
ノ
ー
ス
キ
ン
グ
」

と
い
う
温
泉
宿
泊
施
設
が
あ
り
、

近
隣
か
ら
多
く
の
方
が
癒
や
し

を
も
と
め
て
訪
れ
て
い
ま
す
。 

当
森
林
事
務
所
の
隣
に
は
世

界
の
木
の
お
も
ち
ゃ
を
展
示
し

て
い
る
「
ち
ゃ
ち
ゃ
ワ
ー
ル
ド
」

が
あ
り
、
多
く
の
家
族
連
れ
や

観
光
客
が
立
ち
寄
る
場
所
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

生
田
原
地
区
は
、
寒
暖
の
差

が
激
し
く
、
厳
し
い
自
然
環
境

の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域

の
方
々
を
は
じ
め
と
し
た
多
く

の
方
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
業
務

に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

【
森
林
事
務
所
の
業
務
概
要
】 

生
田
原
第
一
・
安
国
森
林
事

務
所
は
、
併
せ
て
約
１
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
国
有
林
を
管
理
し
て

い
ま
す
。

主
な
業
務
は
、
管
轄
区
域
内

の
森
林
計
画
に
即
し
た
伐
採
量

な
ど
を
把
握
す
る
委
託
調
査
、

造
林
事
業
、
木
材
生
産
事
業
、

生
産
さ
れ
た
木
材
の
販
売
事
業

等
の
請
負
事
業
等
の
監
督
・
検

査
や
事
業
実
行
に
不
可
欠
な
林

道
等
の
施
設
の
点
検
や
森
林
の

巡
視
な
ど
で
す
。
業
務
を
通
じ

て
、
契
約
書
ど
お
り
に
適
切
に

事
業
を
実
行
し
て
も
ら
う
た
め

に
必
要
な
指
示
や
打
合
せ
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
森
林
計
画
の
作
成
の

た
め
の
森
林
調
査
、
植
栽
し
た

樹
木
の
生
育
状
況
等
を
把
握
し

将
来
の
森
林
づ
く
り
の
在
り
方

に
つ
い
て
の
検
討
や
取
り
ま
と

め
な
ど
、
管
轄
区
域
の
計
画
作

成
か
ら
、
そ
の
実
行
や
森
林
管

理
ま
で
森
林
の
管
理
全
て
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

【
森
林
官
と
し
て
】 

山
で
の
業
務
は
、
日
々
の
天

候
に
も
大
き
く
左
右
さ
れ
る
の

で
、
天
気
や
長
期
予
報
に
も
普

段
か
ら
気
を
使
っ
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
数
十
年
に
一
度
の
大

雨
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
に
よ
る

災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
災
害

の
報
道
が
あ
る
と
、
山
崩
れ
な

ど
の
山
地
災
害
や
山
に
近
い
水

源
地
に
濁
り
が
発
生
し
て
い
な

い
か
と
、
気
に
掛
か
る
こ
と
も

多
い
仕
事
で
す
。 

私
は
、
58
歳
で
初
め
て
森
林

官
業
務
に
就
い
た
こ
と
も
あ
り
、

山
歩
き
一
つ
と
っ
て
も
大
変
な

思
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
計
画

ど
お
り
に
事
業
が
完
了
し
た
か

否
か
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、
汗
を
か
き
な
が

ら
業
務
を
こ
な
す
こ
と
で
、
山

づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
る
と
の

充
実
感
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
の
が
、
森
林
官
に
な
っ
て
よ

か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。 

退
職
ま
で
、
残
り
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
経

験
し
て
き
た
、
山
づ
く
り
へ
の

思
い
を
後
輩
に
伝
え
て
い
く
と

と
も
に
、
地
域
に
あ
っ
た
山
づ

く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

網走西部森林管理署 
生田原第一森林事務所 
 森林官 酒井 浩二 

生田原の山々 

生田原合同森林事務所 

山の仕事（調査）の様子 
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い
い 

昼
の
時
間
が
長
く
、
樹
木
の

緑
が
映
え
る
良
い
季
節
と
な

り
、
山
歩
き
や
ハ
イ
キ
ン
グ
が

益
々
楽
し
み
に
な
り
ま
す
。 

一
方
、
今
年
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け

て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

（
行
事
）
等
に
つ
い
て
も
中
止

や
延
期
が
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。 

当
面
、
無
理
の
な
い
範
囲
で

感
染
の
予
防
対
策
を
遵
守
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
イ
ベ
ン

ト
実
施
は
様
々
に
工
夫
し
な

が
ら
進
め
よ
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

今
回
は
、
当
セ
ン
タ
ー
で
取

組
ん
だ
「
樹
名
板
」
に
つ
い
て

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

昨
年
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
森
」

の
「
森
の
家
」
周
辺
及
び
裏
山

の
平
安
遊
歩
道
に
職
員
手
作

り
の
「
樹
名
板
」
を
作
成
・
設

置
し
ま
し
た
。
（
約
40
種
） 

限
ら
れ
た
エ
リ
ア
の
中
で

標
本
木
を
探
し
、
決
め
る
の
に

非
常
に
苦
慮
し
ま
し
た
。 

ま
た
樹
名
板
、
内
容
に
つ
い

て
も
セ
ン
タ
ー
内
で
何
度
も

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
木
の
名

前
だ
け
で
な
く
、
幹
や
葉
の
特

徴
、
用
途
、
名
前
の
由
来
な
ど

を
記
載
し
た
の
で
、
「
オ
ホ
ー

ツ
ク
の
森
」
の
散
策
を
更
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
の
で
は

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
樹
名
板
を
活
用

し
た
イ
ベ
ン
ト
（
樹
木
の
勉
強

会
や
樹
木
博
士
な
ど
）
も
検
討

し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
樹
木
の
学
習
と
し
て
、

特
に
、
若
手
職
員
や
経
験
の
浅

い
森
林
官
等
を
対
象
と
し
た

職
場
内
研
修
で
の
活
用
も
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

『
ネ
イ
パ
ル
北
見
』
（
北
海

道
青
少
年
体
験
活
動
支
援
施

設 

北
見
市
常
呂
町
栄
浦
）
か

ら
、
小
学
生
を
対
象
に
森
林
の

役
割
等
を
学
ぶ
た
め
に
、
「
オ

ホ
ー
ツ
ク
の
森
」
を
使
用
し
た

い
と
の
要
望
が
あ
り
、
６
月

10
日
に
現
地
を
案
内
し
ま
し

た
。 下

見
で
は
、
網
走
市
民
の
農

地
や
生
活
用
水
に
使
用
さ
れ

て
い
る
卯
原
内
川
源
流
部
の

水
源
地
、
森
林
の
移
り
変
わ
り

を
支
え
る
倒
木
更
新
等
の
箇

所
、
自
然
の
営
み
を
示
す
原
始

的
な
エ
ゾ
マ
ツ
・
ア
カ
エ
ゾ
マ

ツ
・
ハ
ル
ニ
レ
等
の
巨
樹
・
巨

木
、
動
物
の
棲
み
か
と
な
る
樹

洞
、
キ
ツ
ツ
キ
の
食
痕
、
ヒ
グ

マ
の
爪
痕
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト

を
確
認
し
、
森
林
の
魅
力
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
コ
ー

ス
を
選
定
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
セ
ン
タ

ー
も
講
師
と
し
て
支
援
す
る

予
定
で
す
。 

 

常呂川森林ふれあい推進センター 

新
型
コ
ロ
ナ
に 

負
け
な
い
ぞ
！ 

職
員
手
作
り
の 

「
樹
名
板
」
作
成
・
設
置 

『
ネ
イ
パ
ル
北
見
』 

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
森
」
を
下
見 

林内に設置した樹名板 

魅力いっぱいのコースを選定中 

樹名板の記載例 
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ツクの会」に贈呈しました。

国
有
林
で
は
、
毎
年
森
林
づ
く
り

や
森
林
環
境
保
護
、
国
産
材
利
用
の

推
進
な
ど
「
国
民
の
森
林
づ
く
り
」

の
推
進
に
貢
献
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
や
団
体
等
に
対
し
て
感
謝
状
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。 

今
年
は
、
６
月
12
日
（
金
）
に
、

「
国
民
の
森
林
づ
く
り
推
進
功
労
者

に
対
す
る
感
謝
状
」
（
林
野
庁
長
官
）

を
永
年
に
わ
た
り
、
北
海
道
の
森
林

環
境
教
育
に
携
わ
り
活
動
を
展
開
さ

れ
て
い
る
功
績
に
対
し
て
、
北
海
道

森
林
管
理
局
長
か
ら
北
海
道
林
業
技

士
会
に
贈
呈
し
ま
し
た
。 

ま
た
、「
国
民
の
森
林
づ
く
り
感
謝

状
」
（
北
海
道
森
林
管
理
局
長
）
を
、

東
神
楽
町
立
志
比
内
小
学
校
と
イ
チ

エ
イ
山
田
建
設
株
式
会
社
に
贈
呈
し

ま
し
た
。

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
贈
呈

式
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
受
贈

者
の
方
々
か
ら
、
活
動
の
継
続
や
今

後
の
展
望
な
ど
、
今
後
の
森
林
づ
く

り
に
向
け
て
力
強
い
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

北
海
道
森
林
管
理
局
が
こ
の
度
作

成
し
た
「
北
の
森
漫
画
」
は
、
北
海

道
森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

道
内
の
図
書
館
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ

い
た
方
々
か
ら
、
森
林
や
林
業
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
、
楽
し
く
読
め

る
と
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

教
育
の
現
場
で
も
、
是
非
多
く
の

皆
さ
ま
に
手
に
取
っ
て
ご
覧
い
た
だ

き
、
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
様
々
な

こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に

森
林
・
林
業
の
応
援
団
に
な
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
去
る
、
７
月
７
日
（
火
）

に
、
北
海
道
教
育
長
に
北
海
道
森
林

管
理
局
長
が
「
北
の
森
漫
画
」
の
配

布
に
つ
い
て
依
頼
し
た
と
こ
ろ 

快
諾
い
た
だ
き
、
全
道
の
公
立
小
・

中
・
高
等
学
校
へ
配
布
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
北
海
道
庁
の
方
に
も
参

加
い
た
だ
き
、
今
後
、
様
々
な
教
育

の
場
で
、
「
北
の
森
漫
画
」
を
活
用

し
、
多
く
の
方
々
と
連
携
し
な
が
ら

森
林
・
林
業
に
つ
い
て
の
理
解
の
輪

を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
話
し
合
い
ま

し
た
。 

北海道林業技士会の皆さんと 
原田森林管理局長

も 

り

左から原田森林管理局長、小玉教育長、 

藤川道議会議員、平田係長（「北の森漫画」

作者） 

志比内小学校の皆さんと近藤上川中
部森林管理署長 

北
の
森
漫
画
は
、
北
海
道

森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

北の森漫画の表紙（右）とお山ん画（左） 

イチエイ山田建設株式会社の中塚代表
取締役と佐藤十勝西部森林管理署長
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も  り 

今
月
の
表
紙 

 

富
良
野
岳
は
、
標
高
１
，
９

１
２
ｍ
、
十
勝
連
峰
の
最
南
端

の
山
で
す
。
十
勝
連
峰
の
中
で

は
最
も
花
の
多
い
山
と
し
て

有
名
で
す
。 

 

写
真
の
チ
ン
グ
ル
マ
の
白
い 

花
は
、
夏
の
山
の
象
徴
で
す
が 

風
車
の
よ
う
に
揺
れ
る
種
の
時 

期
も
高
山
の
楽
し
い
景
色
で
す
。 

みんなで楽しむ街の文化祭 

★ カルチャーナイトとは?

札幌市内の公共施設などを夜間に解放し、各施設が持っている専門分野や特色を

生かした文化プログラムを市民に楽しんでいただく行事です。 

2003 年から始まり、18 年目の今年はオンラインでの開催となりました。 

★ 開催日時

令和 2 年 7 月１７日（金）17:00～7 月 19 日(日) 24:00

★ 開催場所

YouTube カルチャーナイト公式チャンネル 

★ 北海道森林管理局からは、局の職員が協力して作画から編集まで全て手がけた紙芝居

アニメーション「シンタローのぼうけん」を公開します。

シンタローと一緒にワクワク、ドキドキしながら森の冒険をお楽しみください。

－お問い合わせ先－ 

北海道森林管理局 森林整備部 技術普及課 

 TEL 011-622-5245  

「シンタローのぼうけん」の予告編は、

こちらからご覧ください。 

https://youtu.be/CA_1xOjdoR0 

https://www.youtube.com/channel/UCic9fAhnQMo3WAgNxLwN6Xg 
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